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●リツェイ＊のアレクサンドル S.プーシキン 

＊帝政ロシアの貴族子弟が学んだ学習院。プーシキンは

第一期生。ペテルブルグ市の中心部から南へ２５キロほ

どのところのツァールスコエ・セロー＊＊（今はプーシ

キン区と呼ばれる）にあった。開設された年から数える

と今年は２０５年にあたる。 

＊＊かつてロシア皇帝の夏の離宮「皇帝の村」を意味す

るツァールスコエ・セローは、エカテリーナ宮殿など多

くの宮殿、あずまや、橋、大理石像のほか、エキゾチッ

クな建造物などそのすべてが息を呑む美しさだ。 

 

●青銅の騎士 

ペテルブルグ市内ネヴァ川沿いの元老院広場（旧デカ

ブリスト広場）に立つピョートル大帝騎馬像。この都

市を創設したピョートル大帝の偉業を称えこの騎馬像

を題材にした A.S.プーシキン作長編叙事詩『青銅の騎

士』からこの名で呼ばれるように。広々とした緑の芝

生が開放感あり、今はとても優雅な憩いの広場となっ

ている。 

 

 

●菊水山山頂の展望所より見下ろす神戸市街西のはず

れと明石海峡大橋 

甘い水色の空気に包まれた淡路島へつなぐ瀬戸内の海

にかかる明石海峡大橋、所どころ色づきはじめた六甲山

系西側を望む。 

 

●標高 459ｍ菊水山。山頂に立つ記念石碑＊と電波塔 

＊“楠公六百年祭記念、昭和十年五月、神戸市小学校

職員児童”と石碑裏側に記。昭和 10 年、楠正成没後

600 年の記年に神戸市が楠正成の家紋『菊水』の形に

して松を植樹したのが名前の由来という。小さな山な

がら、いくつかあるどの登山口を選ぼうと標高差のあ

る六甲山系の一つに入るこの山頂までは、小生の住む

裏六甲の神戸鈴蘭台より遠足でおよそ40分と比較的身

近なところに位置する。 


